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メント・マネージャの平沼陽二郎氏

は、「これまで遠隔地の拠点でネット

ワーク障害が発生した場合、その原

因を突きとめるためには管理者が現

地に赴き、トラブルシューティングを行

うなど、マンパワーで解決してきた。

しかし、景気の後退に伴い多くの企

業でコスト削減が求められており、こ

れまでのようにトラブルシューティング

のために人員と予算を割くことがで

きなくなっている」と語る。

特に競争激化に伴い、通信サービ

スの料金値下げを強いられているキ

ャリア・ISPでは、マネジメントコスト

の抑制が急務となっている。提供サ

ービスの利益率低下に歯止めがかか

らない中では、余分な費用が発生す

ることは許されないからだ。

こうした課題に対応し、アジレン

ト・テクノロジーではセンター側から

一元的に遠隔地のネットワーク障害

の解析や問題解決を可能とする

「Agilent Network Troubleshoot-

ing Center（NTC）」を提供している。

Agilent NTCは、同社のネットワ

ークアナライザー製品と組み合わせ

て利用するシステム。

遠隔拠点のネットワークに設置した

複数のネットワーク・アナライザーが

収集したトラフィック情報やルーター、

スイッチ製品のMIB情報を吸い上

げ、Agilent NTCの画面上に表示、

リアルタイムで各ネットワークの状態

を一元的に管理することを可能にし

ている。

また、Agilent ネットワーク・アナラ

イザーの機能をすべて遠隔地から操

作できるため、リアルタイムでの

100％パケットキャプチャ、デコード、

エキスパートコメンテータなどの機能

により、リモートからネットワークトラ

ブルの原因追求ができる。

平沼氏は、「ネットワークの障害発

生時に技術者を現場に派遣すること

なくセンター側から問題解決が行え

るようになるので、障害対応の時間と

コストを大幅に削減できる」と語る。

日本ネットワークアソシエイツも、

「Sniffer Enterprise Management

Architecture（EMA）」の提供によ

り、分散環境における統合化された

ネットワークマネジメントソリューショ

ンを展開している。

SnifferEMAは、統合管理システム

「nPO Manager」と、Webベースの

ネットワーク解析、レポーティングを行

う「nPO Visualizer」、実際にネットワ

ークのパフォーマンス測定を行う

「Sniffer Ditributed」から構成され

る。

nPO Managerは、Webベースの

インターフェースを用いて、各ネットワ
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IP・ブロードバンド化の急激な進

展によって、ネットワーク管理システム

の重要性が改めてクローズアップさ

れている。ネットワークがビジネスを

根幹から支える生命線となり、その

効率的な運用と恒常的な安定稼働

が必須課題となっているためだ。

社内業務システムが、ERPやWeb

ベースのイントラネットシステムへと移

行する一方で、取引先や顧客とのビ

ジネスも、eビジネスの拡大に伴いメ

ーステージをインターネット上へと移

し始めている。このように企業活動

のネットワークへの依存度が高まる中

で、ネットワークのダウンやパフォーマ

ンス低下は、自社のビジネス活動を

停止させるだけではなく、顧客との

信頼関係をも破綻させ、最悪の場合、

経営を揺るがすような致命的な損害

を引き起こしてしまう。

こうしたトラブルを回避し、効率的

なネットワーク運用を支援するものが

ネットワーク管理システムだ。

日立製作所・ソフトウェア事業部企

画本部計画部の服部泰明主任技師

は、「eビジネスを支えるIPネットワー

クが企業の生命線となっている現状

では、管理者が常にネットワークの状

況を把握し、適正に稼働するようにし

なければならない。そのためにもネ

ットワーク管理システムは必要不可欠

のツール」とその役割を述べる。

遠隔地からの集中管理実現

最近のネットワーク管理システムの

市場トレンドを分析すると、①大規

模・分散ネットワークに対応する集中

管理の実現、②VoIP・IP電話網に

おける音質管理の実現、③セキュリ

ティシステムとの連携による付加価値

化―があげられる。

これらに沿って、主要メーカーの取

り組み状況を見ていこう。

はじめに①から。

ネットワークの広域化・大規模化が

進むのに伴い、ユーザーからは“中

央集権型”による効率的なネットワー

ク管理システムが求められている。

アジレント・テクノロジー通信計測

本部CTEビジネス・センターSignal-
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ブロードバンドが需要後押し
IP電話の品質管理で引き合い増
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ブロードバンド・IP化の進行はネットワーク管理システム
に新たな市場を提示し始めた。VoIPやセキュリティ等、そ
の活用シーンは広がりを見せており、メーカー各社は新市
場での拡販に期待を寄せる。

図1 ネットワーク管理の構成要素

ネットワーク管理は 
「構成管理」「性能管理」「障害管理」の3項目から成る 
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①構成管理－システムの最新状態を把握－ 

各種ネットワーク機器や回線等、ネットワークを構成する設備の配置
状況を管理するもの。各構成要素が現在どのような場所に配置されて
いるのか、設置個所に変更が発生しているのか等の情報を収集し履歴
データの蓄積を行う。 

②性能管理－システムの正常稼働を管理－ 

ネットワークやシステムの稼働状況を把握するもので、ネットワーク
が適切な状態で運用がされているか、特定個所で過負荷が発生してい
ないか等、パフォーマンスを管理し、効率的なネットワーク運用を行
うことを支援する。ネットワークのパフォーマンスの情報収集と蓄積、
解析、リアルタイムでのパフォーマンス解析等の処理を行う。 

③障害管理－システム障害の検知と防止－ 

ネットワークや構成システムのトラブル状況を監視し、障害発生時の
原因の切り分けと究明、および迅速な復旧を実現するための支援を行う。
障害発生の検出・検知をはじめ対処、予測や予防、定期診断、解析等
が実際の処理となる。 
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